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Market News - 2015.May 

拝啓 春陽の候、貴社ますますご発展のこととお慶び申し上げます。平素は弊社製品に格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて表記の件、Market News 第 4 弾（No.4）を発行致しましたので、ご一読頂けますと幸いです。引き続き弊社並び弊社取り扱い製品を

よろしくお願い申し上げます。 

敬具 

(1) アボカド工場・圃場レポート 

2015年4月22日に弊社スタッフが弊社アボカド製品の協力製造工場及び圃場見学のため、ペルーを訪問致しました。エルニーニョ現象の

影響により、ペルーのアボカド栽培地域における気温は日中・夜間共に平均より高く、フルーツ類の収穫も例年より早まっていますが、収量・

品質面は例年並みと予想されています。 

    

(2) ペルーの国土と灌漑事業 

ペルーは砂漠が広がる沿岸部のコスタ（12%）、アンデス山脈が連なる高地のシエラ（28%）、アマゾン川流域のセルバ（60%）に 

国土が分かれています。コスタは太平洋から東に向けて標高 500m までの地点を指し、この幅 50km から 150km 程の狭い地域にペルー

国民の半数以上が居住しています。ペルーは常春の国と言われており、最も暑い 2 月の平均気温が 22℃、最も寒い 8 月の平均気温が

14℃となります。1960 年代から中央政府主導にてラ・リベルタ県（トルーヒオ、ビル地域含む）に大型の灌漑設備を整備する事業

（Chavimochic Special Project）が開始され、砂漠に水を引き込むことで当該地域における農業が大きく発展しました（弊社協力工

場はビル地区に位置しています）。 

■ペルー人口：2,920 万人 1 人当り GDP：6,458 ドル（世界 88 位）  ※日本 1 人当り GDP：36,332 ドル（世界 27位） 

   

 

<砂質の土壌> <アボカド畑> <生育中のアボカド> 

<ペルー国土> <ラ・リベルタ県> <ラ・リベルタ県行政地区> 
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(3) 2015 年 3月 日本のフレンチフライ輸入量 （単位：トン） 

米国西岸部の港湾労使紛争解消により、3 月の北米製品輸入量は前年を大きく上回った。ヨーロッパからの輸入も引き続き好調であり、ベ

ルギーやオランダからの輸入量は前年を大きく上回る伸び率を依然として維持。新物の収穫が始まったニュージーランドからの輸入量も3月は

大きく伸長した。 

輸入国 14 年輸入量 15 年 3月輸入量 前年同月比 前年累計比 

アメリカ 253,763  25,864 118.2% 93.8% 

カナダ 27,671  3,281 202.4% 102.6% 

ベルギー 16,865  2,510 241.2% 169.7% 

オランダ 8,079  1,529 275.5% 226.7% 

ニュージーランド 3,367  567 246.2% 127.2% 

ドイツ 2,343  180 76.8% 132.8% 

フランス 1,636  87 25.6% 64.4% 

エジプト 1,719  200 #DIV/0! 124.7% 

中国 10,836  772 85.8% 108.1% 

その他 756  143 161.2% 164.3% 

輸入量合計 327,036  35,135 130.7% 101.7% 

出典：財務省貿易統計（税番HS2004.10及び0710.10）  

(4) 米国 2015 年秋作原料じゃがいも作付面積（単位：1,000 エーカー） 

NAPMN（North American Potato Market News）は 4/1 号にて 2015 年秋作原料じゃがいもの作付面積予測を掲載した。米国

西岸部の港湾労使紛争により米国からのポテト製品輸出が低迷したため、原料在庫の消化が大幅に遅れており、生食用原料相場も低迷

していることから、主産地であるアイダホ州やワシントン州の作付面積予測は前年割れとなっており、収量も前年を下回ることが予想される。 

州名 2012 年 2013 年 2014 年 2015 年* 前年比 

アイダホ州 345 317 321 315 -1.9% 

オレゴン州 42 40 39 38 -2.6% 

ワシントン州 165 160 165 167 1.2% 

全米合計 1,008 939 937 922 -1.6% 

 

(5) 米国フレンチフライ製品需給見通し 

☆米国原料じゃがいも在庫量（4月 1日時点）：約 587.6 万トン（前年比 8.8%増） 

☆加工向け原料じゃがいも消費量（2～3月）：約170.8 万トン（前年比 5.5%増） 

☆米国冷凍ポテト製品輸出量（3月）：約 8.1 万トン（前年比 6.7%増） 

☆米国冷凍ポテト製品在庫量（3月末時点）：約 51.6 万トン（前年比 9.0%増） 

 

米国西岸部の港湾労使紛争解消によって 3月の米国冷凍ポテト製品輸出量は一気に前年比6.7%増となったが、3月末時点での米国

冷凍ポテト製品在庫量は前年比 9.0%増となっており、正確な需給状況は掴めていない。冷凍ポテト製品の輸出量が今後も引き続き 

伸長していく場合、来期の収量減予測を含んで急激に需給が引き締まる可能性もある。 

以上 


